
はみだしプチNICO❼ 「ハッピーターン」のコンセプトショップ…亀田製菓は10月25日、阪急百貨店うめだ本店地下に「ハッピーターン」のコンセプトショップ「HAPPY Turn's」（ハッピーターンズ）をオープンする。 はみだしプチNICO❽ がたふぇす…１１月１０、１１日に開催される「第３回にいがたアニメ・マンガフェスティバル」の愛称。人気アニメ・マンガ原画展、声優トークショー、痛車展示、コスプレイベントなど内容盛りだくさん。8 9

同社の主力商品「かつおだ
しパック　風味一番」。海外
用は現地のアドバイスを受
け、金色や銀色を使った目を
引くパッケージにしている。

2011年のロシアでの海外商談会の様子。海外での高級レストラ
ンでも同社の商品は人気が高い。

髙橋専務。地道な営業とコミュニケーション

を大切にして信頼を得ることで、受注を着実

に獲得してきた。さらに、豊富な商品を揃え

たカタログを提供し、小ロットの注文に対応

するなど、日本と同様に顧客のニーズにきめ

細かく応えていることも大きな強みとなって

いる。

インドネシアやマレーシアなどの
新興国も視野に

　食品の輸出には相手国によるさまざまな

規制をはじめ、輸送や通関、代金回収など

多くのハードルがあるが、「目の前のことをコ

ツコツとクリアしていくしかないと思います。

私も何度も失敗していますが、チャレンジと

失敗は裏表。そこから学ぶことも多いです」

と髙橋専務。経営面だけでなく、海外で商

品が評価されたことで社員の生産意欲が

向上したことも、海外展開に取り組んで良

かったことの一つだという。

　今後は新潟県内の生産者と協力し、生

産者の顔が見える商品の販路開拓を考え

ている同社。さらに、HALAL認証（イスラム

圏に食品等を輸出する際、輸入国側から求

められる認証）を取得し、インドネシアやマ

レーシアなどの新興国にも販路を広げたい

という。果敢に挑戦を続ける同社の取り組

みは、これから海外展開を目指す企業への

大きなヒントとなるだろう。

かつお節製品を主軸に
欧州とアジアへ輸出

　かつお節の製造元として、一流料亭や

ホテル向けに特化したオリジナルブレンド

の「かつおだしパック」を製造・販売してい

る株式会社新栄食品。同社では現在、国

内はもとよりヨーロッパ・アジアを中心とし

た十数カ国に、かつお節製品をはじめ業務

用の日本食品を輸出し、着実に業績を伸

ばしている。

　海外進出に踏み出したのは十数年前。

取引のあった高級ホテルチェーンの料理長

が、ヨーロッパのホテルでも同社のかつおだ

しパックを使いたいと、輸出を打診されたの

がきっかけだった。これを機にヨーロッパと

大きな販路が見込める中国への進出を目

指し、本格的に海外展開へのチャレンジを

始めた。

１対１の関係を築き、
信頼を得ることが大切

　海外販路を開拓する上で、同社は積極

的にNICOの支援策を活用。上海やハルピ

ン、台北などで行われた展示会や商談会へ

の参加をはじめ、ビジネスパートナーを探す

ためのマッチング調査を行う中国ビジネスコ

ンサルティングサービスや、海外ビジネス

コーディネーターなどを活用し、現地での交

渉や営業を進めた。

　また、「海外のパートナーと一緒にビジネ

スをするには、１対１の関係をしっかりと築く

ことが大切。誠実に対応していくというの

は、日本でも海外でも同じだと思います」と

株式会社新栄食品
〒955-0085 三条市栗林789-1
TEL.0256‐34‐6291
FAX.0256-35-3518
URL http://www.shineifoods.com
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N I C O のコレを活 用！
海外見本市や商談会、海外ビジネス
コーディネーターなどを活用し、かつお
節製品など日本食品の海外販路開拓
を進めました。

エネルギー
ハーベスティングとは

　エネルギーハーベスティングは、光、振

動、温度差、電波など、環境中に希薄に存

在する未利用エネルギーを収穫（ハーベス

ト）し、電力に変換する技術である。環境発

電とも呼ばれる。発電量は、マイクロワット

からミリワット、せいぜいワット程度と小さく、

メガソーラーや風力発電、地熱発電など

の、いわゆる再生可能エネルギーは含まな

い。近年、電子機器の低消費電力化が進

み、このような小さな電力でも電源配線や

電池交換の不要な自立電源として利用可

能になりつつある。

　今後、デジタル化・ネットワーク化がさらに

進展することで、あらゆるものがインター

ネットにつながる「モノのインターネット

（IOT: Internet of Things）」に向けた社

会構造の変化が進むことが予想されてい

る。モノのインターネットが実現するために

は、あらゆるものに電源が必要であり、自立

電源技術としてのエネルギーハーベスティ

ングへの期待が高まっている。

エネルギーハーベスティング
市場の現状

　1970年代、CMOS半導体の消費電力

低下が進み、太陽電池駆動の電卓や腕

時計が登場した。これらは代表的なエネル

ギーハーベスティング製品である。その後、

1980年代から90年代にかけて、腕の動き

や体温と外気温との温度差で駆動する腕

時計が発売され、この時期には日本メーカ

が世界をリードしていた。しかし、2000年代

以降、欧米発のエネルギーハーベスティン

グ製品が多数発売されている。

　スイスのスポーツ用品メーカHEAD社が

2001年に発売したテニスラケットは、圧電

素子とICチップを内蔵しており、ボール打

撃時の衝撃で発電して逆位相の振動を電

気的に発生させることで残存振動を50％

削減する。テニス肘の防止になるとのこと

でヒット商品となった。2000年代半ばに

は、ドイツのEnO c e a n社や米国の

PulseSwitch社が、電磁誘導方式や圧電

方式のワイヤレススイッチを発売した。これ

らのスイッチは、指で押す力で発電して照

明などを無線制御するもので、壁内配線が

不要になるメリットがあり普及しつつある。

最近では、英国Perpetuum社の振動発電

デバイス、ドイツMicropelt社の熱電発電

デバイスなどが工場内の無線センサの電

源として活用され始めている。まだ市場が

小さいこともあり、小規模なベンチャー企業

の活動が主体である。

　国内では、太陽電池内蔵の路側標識や

視線誘導標、水流発電機内蔵のセンサつ

き自動水栓など、普及が進んでいる製品も

ある。災害対策用に、熱電発電素子を内

蔵し携帯電話が充電できる発電鍋も発売

された。今後は、無線センサと組み合わせ

た製品も普及していくと予想される。

中小企業参入の可能性

　海外では、小規模なベンチャー企業が

主体となってエネルギーハーベスティング

技術の製品化が行われている。将来の市

場拡大を期待して、IBMやインテルなど大

企業が関心を示しているが、まだ参入はし

てきていない。国内でも、当面は大規模な

市場が見えにくいなかで、大企業の動きは

鈍い。しかし、中小企業が参入できる規模

の市場であれば、玩具や教育器具、アイデ

ア商品的なものも含めて可能性は広い。

現在の市場状況では、大企業よりも中小

企業の方が参入チャンスは大きいと思わ

れる。

　エネルギーハーベスティング製品を開発

するためには、発電技術のみならず、蓄電

技術、電源回路技術、低消費電力無線技

術など、多くの技術を統合する必要があ

る。一社ですべての技術を賄うことはできな

いため、複数企業の連携が鍵になる。新潟

県内の中小企業連携のプラットフォームと

して、新潟県工業技術総合研究所や

NICOが活用できるのではないか。

「日本食品の販路はヨーロッパでも
まだ開拓の余地があります。今後は
新興国にも販路を拡大していきた
いです」と語る髙橋専務。
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PROF I L E 京都大学大学院工学研究科修士課程修了後、三菱総合研究所などを経て2010年5月より現職。通信、エネ
ルギー分野の各種プロジェクトに従事。エネルギーハーベスティングコンソーシアムを設立し、事務局を務める。
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N I C O が 応 援 す る 企 業 の 新 た な 取 り 組 み 、熱 き 思 い に ス ポ ット を 当 て る！ 明 日 へ の ビ ジ ネ ス 展 開 に 役 立 つ 市 場 動 向 を キ ャ ッ チ


